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１月２３日（火）名古屋市教育センター講堂において，名古屋市情報教育研究会発表大会が行

われました。

研究テーマ

今年度の名視研は，事業部 研究部とも，これまで以上に充実した内容にすることを目標に活動

を進めてきました。

今回は，研究部の概要を中心にお知らせしたいと思います。

１ 主題について

本研究会では，カリキュラム研究部と実践研究部が中心

となり，生きる力を身に付けるための基礎 基本である情

報活用能力の育成を目指し，実践研究を進めています。教

科 領域等の指導における情報教育の位置付けを明確に

し，情報活用能力を育成するための効果的な手法やアイデ

アを追究することは，指導者の資質を高め，子どもたちの

確かな学力の定着につながり，情報教育を通して生きる力

をはぐくむことになると考えています。確かな学力の育成

に情報教育の側面から迫るために上記の主題を設定しまし

た。確かな学力とは，知識や技能だけでなく，思考力や判断力，表現力までも含めたものであ

り，それらの力を身に付けるためには情報活用能力の育成が必要であると考えました。

２ 各研究部の発表

実践研究部は，「情報活用の実践力を育成すると共に情報モラル教育を進める」実践と「Ｉ

Ｔを活用した『わかる』授業」の実践が紹介されま

した。

「情報モラル教育を進める」実践では，Ｅメール

に関わるマナーを取り上げた実践とニュース番組制

作の活動を通して，著作権や肖像権に配慮しながら

自分の伝えたいことを正しく伝えられるようになっ

たという成果が発表されました。

「ＩＴを活用した授業の実践では，プロジェクタと

デジタルカメラを活用した実践が発表されました。

実際に「模擬授業」を行い，どのように使われたか

を具体的に紹介しました。

研究発表大会の様子

模擬授業の様子



カリキュラム研究部は，「情報活用能力の育成を目指したカリキュラムの作成」というテーマ

で，カリキュラムの作成に取り組んできました。どの学年どの学級でも利用できる事を考え統合

ソフトを活用した情報活用能力の育成例を作成しました。これらは，教科，領域，単元，題材，

使用機能などが分かるように一覧表でまとめられ，さらに教育課程の中に位置づけられ，具体的

で分かりやすいものになっています。 この統合ソフトを活用した情報活用能力の育成例を参考

にすることで，児童生徒の実態に応じてどのような力を身に付けさせればよいか，具体的にどの

ような指導を進めていけばよいかがより明確になり，分かりやすく指導を進めることができると

考えました。

○ 縦軸には，小学校を低 中 高学年と中学生の

４つに分け，それぞれの年代に活用しやすい育

成例をまとめています。

○ 横軸には，「情報活用の実践力」「情報の科

学的な理解」「情報社会へ参画する態度」に分

け，それぞれの情報活用能力を高めるための実

践例をまとめています。

○ 育成例一覧の中のアンダーラインの引いてあ

る文にはリンクがかけられており，その文をク

リックすれば，その育成例に関連する授業展開例

や画像資料が示されるようになっています。

この統合ソフトを活用した情報活用能力の育成例は，〈名情研ホームページ→平成１８年度研

究集録－第１号－ web版→研究部研究報告→カリキュラム研究部→情報活用能力の育成例〉から

閲覧できます。ぜひご活用下さい。

※名情研ホームページ http://www.meijoken.com/

新たに作成された実践例一覧表です。使用学年，教

科，領域，単元，題材，使用機能などが分かるように

教育課程の中に位置づけられています。単元 題材名

使用機能をクリックすると，実践例だけでなく使用方

法などを詳しく紹介しています。


